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進学実績向上

新課程入試の理科に対応
キャリア教育も見直し
志望進路を実現

◎北海道庁立札幌高等女学校として
創立。１９５０年に現校名に改称し、男
女共学となる。校訓は「寛容・進取・
良識」。２０１３年から３年間、北海道
教育委員会「北海道高等学校学力向
上推進事業」アドバンストモデル理科
（物理）推進校・国語協力校。

国公立大は、旭川医科大、小樽商科大、
北海道大、東北大、東京大、東京工業大、
一橋大、名古屋工業大、京都大、大阪大、
九州大などに265人が合格。私立大は、
慶應義塾大、東京理科大、早稲田大、
同志社大、立命館大などに延べ 151
人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現浪計）

190２（明治35）年

全日制／普通科／共学

１学年約320人

住所
　

電話

Web Site

〒001-0025
北海道札幌市北区北25条西11

011-736-3191

11
指導変革の

成果実践背景

◎例年、受験への切
り替えが遅れがちな
中、新課程入試の理
科への対応が最大の
課題に

変革のステップ

◎理科の休日補講の
充実、キャリア教育の
改善など、既存の取り
組みを見直し、ブラッ
シュアップを図る

◎東京大の現役合格
５人をはじめ、過去３
年間で最高の進学実
績を上げる。取り組
みを他学年に継承す
る方法も整備中

http://www.satsukita.ed.jp/

北海道

札幌北高校

　

２
０
１
５
年
３
月
、
北
海
道
札
幌
北
高
校
で
は
、
東

京
大
に
５
人
、
北
海
道
大
に
91
人
が
現
役
合
格
し
、
国

公
立
大
の
現
役
合
格
者
が
１
７
７
人
と
、
過
去
３
年
間

で
最
高
の
結
果
を
出
し
た
。

　
「
教
科
指
導
や
進
路
行
事
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
活
動

に
つ
い
て
、
学
年
団
の
教
師
一
人
ひ
と
り
が
最
も
効

果
的
な
指
導
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し

た
。
何
事
も
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
に
せ
ず
、
生
徒
の
た

め
に
何
が
出
来
る
の
か
と
活
動
の
意
義
を
問
い
続
け

た
こ
と
が
、
結
果
に
結
び
付
い
た
と
思
い
ま
す
」

　

進
路
指
導
部
部
長
の
小
松
旭
先
生
は
、
こ
の
よ
う
に

振
り
返
る
。

　

12
年
４
月
の
入
学
当
初
で
の
、
こ
の
学
年
の
大
き
な

課
題
は
、
新
課
程
入
試
に
お
け
る
理
科
の
負
担
増
へ
の

対
応
だ
っ
た
。
同
学
年
で
副
学
年
主
任
を
務
め
た
現
１

学
年
主
任
の
小こ

山や
ま

浩
二
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
校
で
は
例
年
、
２
年
生
の
終
わ
り
ま
で
に
国

語
・
数
学
・
英
語
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
１
つ
の
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
理
科
や
地
歴
・
公

民
の
補
講
は
３
年
生
か
ら
本
格
化
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
。
加
え
て
、
７
月
の
学
校
祭
は
３
年
生
が
中

心
に
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
受
験
生
に
な
る
時
期

が
遅
れ
る
の
も
例
年
の
課
題
で
し
た
。
出
来
る
だ
け

早
い
時
期
に
、
入
試
へ
の
意
識
付
け
を
行
い
た
い
と

考
え
ま
し
た
」

新
課
程
入
試
に
お
け
る

理
科
の
負
担
増
に
ど
う
対
応
す
る
か

32August  2015



　

最
大
の
懸
案
で
あ
る
理
科
へ
の
対
応
で
は
、
学
習
内

容
が
ど
れ
だ
け
増
え
、
難
し
く
な
っ
た
の
か
を
学
年
団

で
共
有
し
、
国
数
英
の
完
成
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
理

科
の
学
習
に
意
識
を
向
け
る
と
い
う
指
導
方
針
を
確
認

し
た
。
生
徒
に
は
、
２
年
生
７
月
の
学
年
集
会
で
、
大

学
入
試
の
理
科
の
難
化
予
想
を
説
明
し
、
２
年
生
11
月

の
進
研
模
試
を
１
つ
の
目
標
と
し
て
、
理
科
の
学
習
に

早
め
に
着
手
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
た
。
進
路
指
導
部
副

部
長
の
福
士
公
一
朗
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
新
課
程
入
試
で
は
理
科
の
負
担
が
大
き
く
、
国

数
英
の
完
成
を
待
っ
て
い
て
は
、
入
試
に
対
応
で
き

な
い
と
考
え
、
生
徒
に
例
年
よ
り
も
早
く
、
学
習
へ

の
着
手
を
促
し
ま
し
た
。
更
に
、
理
科
は
旧
課
程
の

入
試
と
は
内
容
も
量
も
全
く
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
た
の
で
、
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
の
み
に
し
な

い
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
」

　

理
科
重
視
の
方
針
に
沿
っ
て
、
補
講
も
工
夫
し
た
。

同
校
で
は
毎
年
１
年
生
か
ら
、
土
曜
日
に
年
15
回
、
夏

季
・
冬
季
休
業
中
に
各
６
日
間
の
休
日
補
講
を
行
う
。

自
由
参
加
だ
が
、
出
席
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
だ
。
教
科

は
、
例
年
１
年
生
〜
２
年
生
前
期
は
国
数
英
と
し
、
２

年
生
後
期
か
ら
理
科
を
始
め
て
い
た
が
、
同
学
年
で
は

夏
休
み
明
け
か
ら
理
科
も
補
講
を
行
う
よ
う
整
備
し
た
。

　

補
講
は
土
曜
日
・
長
期
休
業
と
も
１
日
70
分
３
コ
マ

で
、
２
年
生
後
期
以
降
は
１
日
５
〜
７
科
目
を
用
意
す

る
。
一
昨
年
度
ま
で
は
、
生
徒
に
受
講
科
目
の
選
択
を

任
せ
て
い
た
た
め
、
講
習
の
連
動
性
を
考
え
ら
れ
ず
に

受
講
す
る
者
も
い
て
、
講
習
内
容
が
有
効
に
働
い
て
い

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
学
年
で
は
、
文
系
・
理
系
の

生
徒
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

考
え
て
提
示
し
、
自
分
に
必
要
な
科
目
の
学
習
の
連
動

性
に
注
意
し
て
選
択
す
る
よ
う
、
担
任
が
指
導
し
た
。

時
間
割
は
、
例
え
ば
理
系
志
望
の
生
徒
に
必
要
な
科
目

が
同
時
間
に
重
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
生
徒
が
必

要
な
科
目
を
履
修
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
う
し
た
指
導
の
成
果
は
、
２
年
生
11
月
の
進
研
模

試
に
表
れ
た
。
理
科
の
得
点
率
が
高
く
、
特
に
物
理
が

高
得
点
だ
っ
た
。
そ
れ
は
後
に
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
同

校
の
入
試
実
績
全
体
を
け
ん
引
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

物
理
の
好
成
績
を
支
え
た
背
景
に
は
、
授
業
の
工
夫

も
大
き
い
。
物
理
科
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
取
り
入
れ
、
特
に
中
・
下
位
層
の
生
徒
の
理
解
度
や

学
習
意
欲
の
向
上
に
成
果
を
上
げ
た
。

　

方
法
は
大
き
く
２
つ
。
１
つ
は
、
２
年
生
で
全
４
回

行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
。
放
射
線
を
テ
ー
マ
に
、５
、

６
人
の
グ
ル
ー
プ
で
調
べ
学
習
を
し
、
発
表
し
て
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
教
材
は
イ
ギ
リ
ス
の

高
校
の
教
科
書
。
生
徒
に
、
理
系
分
野
に
お
け
る
質
の

高
い
英
文
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
と
、
理
科
が
ど
う
社
会

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
意
識
さ
せ
る
の
が
狙
い

だ
。
発
表
は
紙
芝
居
形
式
と
し
て
お
り
、
生
徒
は
自
ら

工
夫
を
凝
ら
し
て
場
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
。

　

放
射
線
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
答
え
の
な
い
問
い
を

考
え
さ
せ
る
た
め
と
、物
理
担
当
の
福
士
先
生
は
語
る
。

　
「
サ
イ
エ
ン
ス
は
必
ず
１
つ
の
答
え
が
出
る
も
の

だ
と
、
生
徒
は
思
い
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
科

学
者
に
よ
っ
て
見
解
が
異
な
る
分
野
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
科
学
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
、
答

え
が
出
せ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

北
海
道
札
幌
北
高
校

小
松
浩
介　
こ
ま
つ
・
こ
う
す
け

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
１
学
年
進

路
指
導
部
。２
０
１
４
年
度
卒
業
生
の
学
年
主
任
。「
ユ
ー

モ
ア
と
柔
軟
性
を
忘
れ
ず
に
」

北
海
道
札
幌
北
高
校

福
士
公
一
朗　
ふ
く
し
・
こ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指
導

部
副
部
長
。「
全
体
と
部
分
の
関
連
性
を
意
識
す
る
」

北
海
道
札
幌
北
高
校

小
山
浩
二　
こ
や
ま
・
こ
う
じ

教
職
歴
20
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。１
学
年
主
任
。

「
厳
し
さ
も
必
要
。
合
理
的
に
考
え
、
動
く
」

＊１　学校教育での ICT 活用をソフト・ハードの両面から総合的に支援するクラウドサービス。

休
日
補
講
の
時
間
割
を
工
夫
し

学
年
全
体
で
理
科
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

北
海
道
札
幌
北
高
校

小
松　
旭　
こ
ま
つ
・
あ
き
ら

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
進
路
指
導

部
部
長
。「
生
徒
と
共
に
学
校
生
活
を
楽
し
む
」

理
科
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

「
分
か
っ
た
ふ
り
」を
あ
ぶ
り
出
す
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北海道　札幌北高校北海指導変革の

　

入
学
当
初
は
、
控
え
目
な
生
徒
が
多
い
同
校
だ
が
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
活
発
に
意
見
を
交
換
し
、
そ
の

後
の
授
業
で
も
積
極
的
に
質
問
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

も
う
１
つ
は
、
普
段
の
授
業
だ
。
福
士
先
生
の
授
業

で
は
、
先
生
の
解
説
は
半
分
程
度
で
、
後
半
で
は
生
徒

が
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
演
習
に
取
り
組
む
。
こ
の

方
法
に
し
て
か
ら
、
物
理
が
得
意
・
不
得
意
に
関
係
な

く
成
績
が
伸
び
、
平
均
点
が
上
が
っ
た
。

　
「
真
面
目
に
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
分
か
っ
た
つ
も
り

に
な
っ
て
い
る
生
徒
が
、
教
え
合
う
こ
と
で
、
自
分

の
理
解
が
あ
や
ふ
や
な
こ
と
に
気
付
き
、
よ
り
深
く

理
解
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
強
ま
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
上
位
層
の
生
徒
が
、
友
人
に
教
え
て
も
理
解
し

て
も
ら
え
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
更
に
奮
起
す
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
福
士
先
生
）

　

新
し
く
取
り
組
み
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
従
来
の

取
り
組
み
の
意
義
を
問
い
直
し
、
実
効
性
を
高
め
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
同
校
の
特
色
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り
組
み
に
も
表
れ
て
い

る
。
同
校
で
は
、
約
20
年
前
か
ら
「
Ａ
Ｇ
Ｅ
16
」
と
い

う
進
路
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
１
年
生
９
月

か
ら
２
か
月
間
掛
け
、
志
望
校
や
憧
れ
の
大
学
・
学
部

に
つ
い
て
、学
問
内
容
、入
試
科
目
、研
究
室
、
卒
業
後

の
進
路
な
ど
を
調
べ
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
取
り
組

み
だ
。
優
秀
な
レ
ポ
ー
ト
を
冊
子（
図
）に
し
、
教
室
に

置
き
、
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
更
に
、
同
学
年
で

は
、
優
秀
者
５
人
を
選
び
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
で
資
料
を
作
成
、学
年
全
体
の
前
で
発
表
さ
せ
た
。

　
「
１
年
生
で
ま
ず
視
野
を
広
げ
さ
せ
、
そ
の
後
、

現
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
志
望
を
焦
点
化
さ
せ
て
い
く

と
い
う
の
が
、
学
年
の
方
針
で
し
た
。『
Ａ
Ｇ
Ｅ
16
』

の
冊
子
を
教
室
に
置
く
だ
け
で
は
、
生
徒
の
視
野
を

広
げ
る
に
は
不
十
分
で
す
。
発
表
を
聞
く
こ
と
で
、こ

れ
ま
で
自
分
が
関
心
の
な
か
っ
た
大
学
に
つ
い
て
知

る
、
文
系
の
生
徒
が
理
系
の
学
部
を
、
理
系
の
生
徒

が
文
系
の
学
部
を
知
る
、
ま
た
、
他
の
生
徒
の
選
択

基
準
や
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
知
る
こ
と
で
、
視

野
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
」（
小
山
先
生
）

　

同
学
年
の
主
任
と
し
て
取
り
組
み
を
３
年
間
主
導
し

て
き
た
小
松
浩
介
先
生

は
こ
う
語
る
。

　
「
生
徒
や
保
護
者
の

多
く
は
、
北
海
道
大
進

学
を
希
望
し
ま
す
。
実

際
、
東
京
大
に
合
格
し

た
５
人
は
、
入
学
時
は

北
海
道
大
を
志
望
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、

様
々
な
分
野
で
世
界
に

貢
献
す
る
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
る
の
も
本
校
の
使

命
。
そ
れ
に
は
、
顕
在

化
し
た
希
望
に
応
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
生

徒
が
自
身
の
可
能
性
に
目
覚
め
る
よ
う
、
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
て
更
に
発
展
さ
せ
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
が
必
要
で
あ
り
、『
Ａ
Ｇ
Ｅ
16
』
は
そ
の
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

現
１
学
年
で
は
、
10
月
に
行
う
２
年
生
の
科
目
選
択

に
間
に
合
う
よ
う
、
例
年
よ
り
時
期
を
前
倒
し
し
、
夏

休
み
前
に
「
Ａ
Ｇ
Ｅ
16
」
を
始
め
る
。
加
え
て
、
生
徒

の
視
野
を
更
に
広
げ
る
た
め
、
志
望
大
以
外
の
大
学
・

学
部
の
レ
ポ
ー
ト
も
ま
と
め
さ
せ
る
予
定
だ
。

　

毎
年
10
月
に
行
う
東
京
大
教
員
の
進
路
講
演
会
で

レポートは２枚にわたり、１枚目は自分がその志望大を目指す理由を述べ、
２枚目では、志望大の入試科目、研究室などを調べてまとめていく。
＊学校資料をそのまま掲載（今年度は更に改善して実施）

「ＡＧＥ16」のレポート（2014年度）図

「
な
ぜ
こ
の
取
り
組
み
を
行
う
の
か
」を

学
年
団
で
徹
底
的
に
議
論

大
学
調
べ
の
成
果
を
共
有
し

知
ら
な
い
大
学
へ
視
野
を
広
げ
る
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も
、
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
。
例
年
は
先
端
分
野
の
講

演
を
聞
く
だ
け
だ
っ
た
が
、
同
学
年
で
は
事
前
学
習
を

実
施
。
講
演
テ
ー
マ
の
「
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク

ス
」
に
つ
い
て
教
師
が
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト
を
生
徒
が

読
み
、
感
想
や
気
付
い
た
こ
と
を
ま
と
め
、
そ
の
中
で

優
秀
な
レ
ポ
ー
ト
を
進
路
指
導
部
発
信
の
「
進
路
ニ
ュ

ー
ス
」
に
掲
載
し
、
講
演
会
へ
の
期
待
を
高
め
て
い
っ

た
。事
前
に
テ
ー
マ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
こ
と
で
、

当
日
は
多
く
の
質
問
が
講
師
に
投
げ
掛
け
ら
れ
、後
日
、

一
つ
ひ
と
つ
返
答
し
て
も
ら
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
「
単
に
毎
年
行
っ
て
い
る
か
ら
実
施
す
る
の
で
は

な
く
、
活
動
の
目
的
を
学
年
で
議
論
し
、
一
つ
ひ
と

つ
の
取
り
組
み
の
意
義
を
確
認
し
て
、
味
付
け
を
し

て
い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
効
果
が
上
が
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
学
年
団
の
教
師
が
目
的
を
共
有
し
た
チ
ー

ム
と
な
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
生
徒
の
力
を
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」（
小
松
浩
介
先
生
）

　

同
学
年
は
、
最
後
ま
で
生
徒
に
諦
め
さ
せ
な
い
粘
り

強
い
指
導
を
展
開
し
た
学
年
で
も
あ
っ
た
。
同
校
は
徹

底
し
た
第
１
志
望
校
主
義
で
、
現
実
的
な
判
断
が
求
め

ら
れ
る
場
面
は
あ
る
に
せ
よ
、
生
徒
を
最
後
ま
で
励
ま

し
続
け
る
。

　

上
位
層
の
生
徒
で
も
、
模
試
で
思
う
よ
う
な
結
果
が

出
ず
に
挫
折
を
味
わ
う
こ
と
は
少
な
く
な
い
。そ
こ
で
、

同
学
年
で
は
進
研
模
試
の
デ
ー
タ
を
積
極
的
に
活
用
。

過
去
の
合
格
者
の
デ
ー
タ
を
見
せ
、「
こ
の
時
期
な
ら

ま
だ
伸
び
る
」「
こ
の
点
数
で
も
合
格
し
た
先
輩
は
い

る
」
と
声
を
掛
け
、折
れ
そ
う
な
生
徒
の
心
を
支
え
た
。

　
「
教
師
が
寄
り
添
い
、
不
安
な
気
持
ち
を
支
え
れ

ば
、
生
徒
は
安
心
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
大
切
な
の

が
客
観
的
な
デ
ー
タ
で
す
。
単
に
『
頑
張
れ
』
と
励

ま
す
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
根
拠
を
説
明
し
て
学

習
方
法
を
評
価
す
れ
ば
、
生
徒
は
落
ち
着
い
て
勉
強

に
打
ち
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
福
士
先
生
）

　

今
後
の
課
題
は
、
同
学
年
の
取
り
組
み
を
、
次
年
度

以
降
も
継
承
す
る
こ
と
だ
。
15
年
度
も
、
福
士
先
生
と

も
う
１
人
の
前
３
学
年
担
任
が
現
３
学
年
担
当
と
し
て

配
さ
れ
、
年
度
当
初
に
指
導
内
容
や
課
題
を
伝
え
る
引

き
継
ぎ
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。既
に
休
日
補
講
を
始
め
、

多
く
の
取
り
組
み
が
、現
３
学
年
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
今
の
３
学
年
団
も
、
前
年
度
の
成
果
や
課
題
を

受
け
止
め
て
、
良
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
受
け
継
い
で

い
こ
う
と
い
う
意
欲
に
満
ち
て
い
ま
す
。
今
後
は
進

路
指
導
部
も
率
先
し
て
学
年
間
の
橋
渡
し
を
行
い
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
の
手
助
け
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
他
校
の
取
り
組
み
や
道
外
の
情
報
を
積
極
的
に

校
内
に
向
け
て
発
信
し
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
松
旭
先
生
）

　

小
松
旭
先
生
が
校
外
研
修
で
得
た
情
報
を
「
進
路
ニ

ュ
ー
ス
教
員
版
」
と
し
て
配
信
し
、
共
有
す
る
取
り
組

み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
つ
つ

あ
る
同
校
の
こ
れ
か
ら
に
注
目
し
た
い
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
励
ま
し

最
後
ま
で
諦
め
な
い
意
欲
を
育
む

若手教師が語る、指導変革への　　　　

指導の実効性を上げ
学校の求心力を高める

１学年主任　小山浩二

　道内屈指の進学校である本校に赴任が決まった時、
どのような生徒がいるのか、どのような授業をすれば
よいのかと、緊張したことを覚えています。しかし、ど
の学校であっても、高校生であることに変わりはあり
ません。自己管理が完全に出来ているかといわれれば
そんなことはなく、教師が生徒の可能性を伸ばすため
にきちんとかかわることが不可欠でした。
　現在、学年主任を務める１年生には、現在の学力で
は合格が難しい学部・学科を志望する生徒も多くいま
す。現実的には達成が難しい挑戦かもしれませんが、
生徒が本気ならば、実現のために最大限の支援をして
いきたいと思っています。これまで、本校では成績
と志望校については担任が生徒に指導をしてきまし
たが、この学年では成績と志望校の相関データを整
理して学年に提示し、担任や学年団と情報共有をし
ながら、高い志望を育む指導を進めていきたいと思っ
ています。
　全校的には、生徒に対しての学校の求心力を高めて
いくことが課題だと感じています。塾に通い、学校の
学習とのバランスが取れず、志望校に合格できなかっ
た生徒が毎年います。本校の授業にしっかり取り組
めば、志望は実現できる。そうした信頼感を醸成し、
生徒の気持ちを学校に向けさせ、学年・生徒が一丸と
なって入試に向かっていける雰囲気をつくっていき
たいと考えています。

の 　　　情熱
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